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本
年
度
も
町
内
に
住
所
を
有
す

る
１５
歳
以
上
の
方
を
対
象
に
、

「
柳
津
町
住
民
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
」

を
実
施
し
ま
し
た
。
今
月
は
、
集

計
結
果
の
公
表
と
共
に
、
こ
れ
ま

で
ア
ン
ケ
ー
ト
の
結
果
を
反
映
し

て
実
施
さ
れ
た
事
業
な
ど
を
ご
紹

介
し
ま
す
。

「
振
興
計
画
審
議
会
」と

は
？８月

４
日（
木
）、
役
場
に
お
い
て

令
和
４
年
度
第
１
回
目
の
振
興
計
画

審
議
会
が
開
か
れ
ま
し
た
。
今
回
は
、

令
和
３
年
度
の
各
施
策
の
振
り
返
り

と
実
績
の
評
価
を
主
に
審
議
し
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。
こ
の
審
議
を
受
け
、

今
後
の
施
策
の
進
め
方
や
改
善
を
図

っ
て
い
き
ま
す
。

振
興
計
画
審
議
会
は
、
有
識
者
・

各
団
体
の
代
表
者
・
一
般
公
募
に
よ

る
１３
名
で
構
成
さ
れ
、
任
期
は
２
年

で
す
。
審
議
で
は
、
皆
さ
ん
に
ご
回

答
い
た
だ
い
た「
ア
ン
ケ
ー
ト
の
集
計

結
果
」「
記
述
式
の
回
答
」、
庁
内
で
作

柳津町振興計画審議会委員名簿（令和４・５年度） 成
し
た
事
業
の
目
標
・
達
成
度
を
管

理
す
る「
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
シ
ー
ト
」を

資
料
と
し
て
い
ま
す
。
審
議
会
を
行

う
上
で
、
ア
ン
ケ
ー
ト
の
集
計
結
果

は
重
要
な
も
の
と
な
り
ま
す
。

Ｑ．なぜ毎年同じ内容のアンケートを行うの？何かに活かされているの？
Ａ．住民アンケート調査は、まちづくりを進める上で柳津町の最上位計画である「柳津町振興計画」の

各施策に沿って設問を構成しています。皆さんのご回答で、各施策の達成度を図ることができま
す。例えば、「広報の内容が充実していると思いますか」という設問は、「広報・広聴活動の推進」
という施策に沿ったものです。この設問が「充実していない」という回答が多かった場合、その内
容を精査し、今後の広報・広聴活動の充実を図ります。このように、毎年同じ内容でアンケート
を行うことで、達成度の比較を行うことができます。この達成度の比較を毎年行うには同じ設問
でなければならないため、アンケートは計画期間である１０年間同じ内容となります。

Ｑ．毎年アンケート対象になるのはなぜ？
Ａ．対象者の合計人数に対し、その年の年代・性別毎に割合を算出し、無作為に抽出しています。年代・性別の

合計人数が少ない場合、連続で対象となる場合もあります。この他に、３９歳の年に３０代として対象者に
なり、４０歳になって４０代の対象者になる、という場合もありますので、ご理解・ご協力をお願いします。

Q．アンケートの結果は公表しているの？
Ａ．毎年、広報やないづ及び町ホームページに掲載していますので、ぜひご覧ください。

※新型コロナウイルス感染症の拡大防止・予防のため、回収は郵送で行いま
した。

※対象者の人数は、統計学上の「基準日時点での全対象者数」「許容誤差」「信頼
度」「回答比率」を基に算出した人数に加え、より多くご回答をいただくため
４００人前後にしています。

※集計の都合上、回答割合が１００％を超える、または１００％に満たない
場合があります。

令和４年度住民アンケート調査集計結果
実施期間 抽出基準日 対象者数 回収数（割合）

５月～６月 ４月１日 ４１４人 ２８２人（６８％）

会 長 目黒  照枝 一般住民（公募委員） 委 員 田﨑　  敦 柳津町農業委員会
副会長 伊藤  喜一 一般住民（公募委員） 委 員 鈴木　  均 柳津町社会福祉協議会
委 員 金子  昭男 西山地域開発協議会 委 員 猪野  典由 柳津町校長会
委 員 天野  俊彦 柳津町商工会 委 員 二瓶  伸博 柳津町体育協会
委 員 鈴木  常行 柳津町区長連絡協議会 委 員 佐藤  長八 柳津町文化協会
委 員 鈴木  早苗 柳津婦人会 委 員 遠藤  清隆 会津よつば農業協同組合柳津支店
委 員 山内  拓也 柳津観光協会 ※会長・副会長以外は順不同

住民
アンケート

Ｑ＆Ａ

問１．あなたは、柳津町が暮らしやすい町だと思います
か。

問２．あなたの地区では、お互いに助け合い、支え合い
ながら生活していると思いますか。

問１－１．問１で「３」又は「４」と答えた方にお聞きしま
す。その理由は何ですか。

問２－１．問２で「３」又は「４」と答えた方にお聞きしま
す。その理由は何ですか。

主な理由：
・買い物に不便を感じている
・交通に不便を感じている
・医療に不便・不安を感じている
・冬期間の生活に不便・不安を感じている
・雇用に関して不便を感じている

主な理由：
・思いやり・助け合い・協調性がない
・近所付き合いや交流がない
・地区の高齢化・過疎化が進んでいる
・個人の事で精一杯である
・仲が良くない

４．そう思わない
３．どちらかといえばそう思わない
２．どちらかといえばそう思う
１．そう思う

17％ 61％ 16％ 7％

４．そう思わない
３．どちらかといえばそう思わない
２．どちらかといえばそう思う
１．そう思う

28％ 62％ 8％

3％

問３．あなたは、心身ともに健康だと思いますか。 問４．あなたは、日頃から健康づくり（食生活、十分な
睡眠など）に取り組んでいますか。

４．そう思わない
３．どちらかといえばそう思わない
２．どちらかといえばそう思う
１．そう思う

31％ 49％ 14％ 7％

４．取り組んでいない
３．どちらかといえば取り組んでいない
２．どちらかといえば取り組んでいる
１．取り組んでいる

23％ 51％ 19％ 6％
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防
災
マ
ッ
プ
は
常
に
目

に
付
く
場
所
に
あ
り
ま

す
か
？

問
８
の
設
問
の
回
答
は
、
皆
さ
ん

の
大
切
な
命
を
守
る
た
め
に
、「
把
握

し
て
い
る
が
１
０
０
％
」に
な
ら
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

各
ご
家
庭
に
は
、「
柳
津
町
防
災
マ

ッ
プ（
右
画
像
）」を
配
布
し
て
い
ま

す
。
こ
の
冊
子
は
、
災
害
発
生
時
に

必
要
な
情
報
が
掲
載
さ
れ
て
い
ま
す
。

普
段
か
ら
ご
家
庭
で
避
難
所
・
避
難

場
所
の
確
認
を
す
る
な
ど
、「
も
し
も
」

に
備
え
て
ご
活
用
く
だ
さ
い
。
二
次

元
コ
ー
ド
か
ら
で
も
閲
覧
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

お
手
元
に
な
い
と
い
う
方
は
、
総

務
課
総
務
係（
℡
４
２
‐
２
１
１
２
）

ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

電
話
を
す
る
だ
け
だ
っ
た
ス

マ
ホ
を
も
っ
と
便
利
に
！

今
回
の
ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
、「
携
帯

電
話
や
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
等
の
利
用

率
が
全
体
の
８
割
以
上
」と
い
う
結
果

に
な
り
ま
し
た
。

令
和
３
年
度
に
、
ふ
れ
あ
い
館
・

ゆ
き
げ
館
を
会
場
に
、「
ス
マ
ー
ト
フ

ォ
ン
教
室
」を
開
催
し
、「
興
味
が
あ

る
」「
も
っ
と
便
利
に
使
い
た
い
」と
い

う
皆
さ
ん
に
ご
参
加
い
た
だ
き
、
地

図
機
能
で
現
在
地
を
確
認
し
た
り
、
撮

影
し
た
写
真
か
ら
花
の
名
前
を
検
索

す
る
な
ど
、
日
常
で
使
え
る
便
利
な

機
能
に
つ
い
て
楽
し
く
学
び
ま
し
た
。

本
年
度
も
９
月
に
開
催
を
予
定
し

て
い
ま
す
。
詳
し
く
は
１８
ペ
ー
ジ
を

ご
覧
く
だ
さ
い
。

問６．あなたは、地域活動（行政区内等での活動）に参加
していますか。

問５．あなたは、地域（町内及び会津管内）の医療体制が
整備されていると思いますか。

問７．あなたは、日頃から戸締りをしっかりするなどの
防犯対策をしていますか。

問８．あなたは、災害時の避難所・避難場所がどこにあ
るかを把握していますか。

問５－１．問５で「３」又は「４」と答えた方にお聞きしま
す。その理由は何ですか。あてはまるものをすべて選ん
でください。

４．そう思わない
３．どちらかといえばそう思わない
２．どちらかといえばそう思う
１．そう思う

29％ 49％ 14％ 7％

48％

62％

65％

25％

5％５．その他

４．救急車が到着するまで
　　時間がかかる

３．医療機関まで距離が遠い

２．専門的な医療機関が少ない

１．医療機関が少ない

４．参加していない
３．どちらかといえば参加していない
２．どちらかといえば参加している
１．参加している

26％ 31％ 21％ 22％

４．していない
３．どちらかといえばしていない
２．どちらかといえばしている
１．している

56％ 32％ 6％6％

２．把握していない
１．把握している

77％ 23％

問９．あなたは、日頃から火の取扱いに注意し、消火器
や火災報知器を備えるなど、万が一の災害に備えてい
ますか。

４．備えていない
３．どちらかといえば備えていない
２．どちらかといえば備えている
１．備えている

55％ 37％ 8％

0％

問１２．あなたは、町内の道路が安全に快適に通行でき
ると思いますか。

問１０．あなたは、家具の転倒防止や非常用食品を備蓄
するなど、万が一の災害に備えていますか。

問１２－１．問１２で「３．」又は「４．」と答えた方にお聞
きします。その理由は何ですか。

問１１．あなたは、携帯電話、スマートフォンやパソコ
ン等を利用していますか。（インターネットで情報を得
る、メールで連絡を取ること） 

問１１－１．問１１で「１」又は「２」と答えた方にお聞き
します。利用している機器はどれですか。あてはまるも
のをすべて選んでください。

２．備えていない
１．備えている

48％ 52％

４．利用していない
３．どちらかといえば利用していない
２．どちらかといえば利用している
１．利用している

72％ 10％ 7％ 11％

46％

27％

18％

4％

4％

６．その他
５．外出先でのゲーム機
４．家庭内でのゲーム機
３．携帯電話やスマートフォン
２．職場や外出先でのパソコン
１．家庭内のパソコン

94％

※「ゲーム機」：インターネット接続機能を有するもので携帯型又はテレビ接続型

４．そう思わない
３．どちらかといえばそう思わない
２．どちらかといえばそう思う
１．そう思う

17％ 61％ 16％ 7％

主な理由：
・道幅がせまい
・危険箇所がある
・カーブが多い、または急である
・路上駐車・違法駐車がある
・道路が整備されていない

非常食の備えが
ある方は定期的に
消費期限の確認を

しましょう！
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豊
か
な
自
然
を
守
り
、

活
用
し
て
い
く
た
め
に

身
近
な
自
然
を
守
る
た
め
、
８
月

５
日（
金
）に
、
只
見
川
河
川
敷
で
除

草
や
ご
み
拾
い
な
ど
、
環
境
美
化
活

動
が
行
わ
れ
ま
し
た
。（
写
真
）

柳
津
町
の
一
部
が「
越
後
三
山
只
見

国
定
公
園
」に
編
入
さ
た
こ
と
か
ら
、

今
後
ま
す
ま
す
そ
の
自
然
が
注
目
さ

れ
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
包

括
連
携
協
定
を
結
ん
だ
ア
ウ
ト
ド
ア

メ
ー
カ
ー
の
株
式
会
社
モ
ン
ベ
ル
の

専
門
的
な
知
見
を
取
り
入
れ
、
柳
津

町
の
自
然
を
守
る
と
共
に
活
用
し
、

魅
力
を
伝
え
て
い
き
ま
す
。

運
動
や
文
化
活
動
で

充
実
し
た
毎
日
を
！

町
民
課
で
は
、
株
式
会
社
タ
ニ
タ

と
提
携
し
、
歩
数
計
を
使
っ
て
楽
し

み
な
が
ら
健
康
づ
く
り
が
で
き
る
取

り
組
み
を
行
っ
て
い
ま
す
。
ご
興
味

の
あ
る
方
は
、
保
健
衛
生
係（
℡
４
２

‐
２
１
１
８
）ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

ま
た
、
町
に
は
世
界
中
に
フ
ァ
ン

を
持
つ
斎
藤
清
画
伯
の
名
前
を
冠
し

た
唯
一
の
美
術
館
、
歴
史
を
伝
え
る

縄
文
館
、
公
民
館
で
は
文
化
協
会
の

活
動
が
盛
ん
に
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

ご
自
身
の
趣
味
を
見
付
け
て
み
ま

せ
ん
か
？

問１３．あなたは、テーマを持って学習活動に取り組んでいま
すか。（自らの知識や技能の向上や教養を高めるために、自主的に
行う生涯学習活動、公民館事業への参加、習い事や講座受講など）

問１４．あなたは、ウォーキングなど何かスポーツに取
り組んでいますか。

５．取り組んでいない
４．年に数回取り組んでいる
３．月に数回取り組んでいる
２．週に数回程度取り組んでいる
１．毎日取り組んでいる

7％ 10％ 65％13％

5％

５．取り組んでいない
４．年に数回取り組んでいる
３．月に数回取り組んでいる
２．週に数回程度取り組んでいる
１．毎日取り組んでいる

13％ 14％ 45％15％ 12％

問１５．あなたは、美術館や博物館などでの芸術文化の
鑑賞、絵画・書道などの文化活動に取り組んでいます
か。

問１６－１．問１６で「１」又は「２」と答えた方にお聞き
します。どのような歴史的建造物、伝統行事を大切に
守り継いでいきたいと思いますか。

問２０－１．問２０で「３」又は「４」と答えた方にお聞き
します。どのような点で効果的・効率的に業務を行って
いないと思いますか。

問１７．あなたは、柳津町の自然が守られていると思い
ますか。（山、川、春夏秋冬それぞれの動・植物など）

問１６．あなたは、町の歴史的な建造物や伝統行事を大
切に守り継いでいきたいと思いますか。

５．取り組んでいない
４．年に数回取り組んでいる
３．月に数回取り組んでいる
２．週に数回程度取り組んでいる
１．毎日取り組んでいる

73％19％

5％1％

2％

４．そう思わない
３．どちらかといえばそう思わない
２．どちらかといえばそう思う
１．そう思う

46％ 26％ 24％

4％

４．そう思わない
３．どちらかといえばそう思わない
２．どちらかといえばそう思う
１．そう思う

29％ 53％ 13％ 6％

主な理由：
・福満虚空藏菩薩圓藏寺
　（境内・周辺の景観・風景を含む）
・七日堂裸詣り
・歴史的な建物や道等
・寺社仏閣や伝統的な行事

主な理由：
・対応（対人・電話）が悪い・遅い・対応しない
・業務の内容がわからない
・専門知識や勉強が不足している
・町職員としての自覚・責任感がない
・返答があいまい・遅い・返答がない

問１８．あなたは、柳津町の景観を守り、育てたいと思
いますか。

問１９．あなたは、行政サービスに満足していますか。

問１８－１．問１８で「１」又は「２」と答えた方にお聞き
します。どのような景観、場所を保全していきたいと思
いますか。

４．そう思わない
３．どちらかといえばそう思わない
２．どちらかといえばそう思う
１．そう思う

40％ 32％ 23％

4％

４．満足していない
３．どちらかといえば満足していない
２．どちらかといえば満足している
１．満足している

11％ 62％ 18％ 9％

主な理由：
・自然全般（花・山・川等）
・只見川とその周辺の景観・風景
・福満虚空藏菩薩圓藏寺
　（境内・周辺の景観・風景を含む）
・各地区の景色・風景
・桜や桜を含む景観・風景

問２０．あなたは、町職員が効果的・効率的に業務を行
っていると思いますか。

４．そう思わない
３．どちらかといえばそう思わない
２．どちらかといえばそう思う
１．そう思う

13％ 68％ 11％ 8％

ご意見・アイデア等を
お寄せください。
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主な理由：
・利用していない
・車の方が便利である

主な理由：
・乗車方法がわからない
・日曜日に運行していない

生
ご
み
の
約
８
割
は
水

分
！？皆

さ
ん
は
、
生
ご
み
を
捨
て
る
際

に
適
切
に
水
を
切
っ
て
い
ま
す
か
？

焼
却
す
る
際
、
生
ご
み
に
水
分
が
多

く
含
ま
れ
て
い
る
と
、
そ
の
水
分
を

蒸
発
さ
せ
る
こ
と
に
熱
が
使
わ
れ
、

焼
却
効
率
が
低
下
し
て
し
ま
い
ま
す
。

今
年
３
月
に
、
皆
さ
ん
の
ご
家
庭
に

「
水
切
り（
写
真
）」を
配
布
し
て
い
ま

す
。
よ
り
少
な
い
エ
ネ
ル
ギ
ー
で
ご

み
の
処
理
が
可
能
に
な
る
よ
う
、
ぜ

ひ
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
食
品
を
使
い
切
る
、
冷
蔵

庫
の
中
を
確
認
し
て
か
ら
買
い
物
を

す
る
な
ど
、
食
品
ロ
ス
に
取
り
組
み

ま
し
ょ
う
！

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー

の
活
用
で
持
続
可
能
な

町
へ柳津

町
は
、
発
電
の
際
に
二
酸
化

炭
素
を
ほ
と
ん
ど
排
出
し
な
い
水
力

発
電
と
地
熱
発
電
を
行
う
発
電
所
を

有
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
自
然
エ
ネ
ル

ギ
ー
で
発
電
す
る
太
陽
光
発
電
設
備

の
設
置
補
助
や
、
エ
シ
カ
ル
燃
料
を
用

い
る
ペ
レ
ッ
ト
・
薪
ス
ト
ー
ブ（
写
真
）

の
購
入
補
助
を
行
っ
て
い
ま
す
。

自
然
を
守
り
、
わ
た
し
達
も
快
適

に
生
活
が
で
き
る
よ
う
、
再
生
可
能
エ

ネ
ル
ギ
ー
の
活
用
を
考
え
て
み
ま
せ

ん
か
？

問２１－１．問２１で「５」と答えた方にお聞きします。
見ていない理由はどれですか。

問２１．あなたは、「広報やないづ」の内容が充実してい
ると思いますか。

３．その他
２．家族が捨ててしまう
１．見たいと思わない

59％ 30％ 19％

５．そもそも見ていない
４．そう思わない
３．どちらかといえばそう思わない
２．どちらかといえばそう思う
１．そう思う

58％ 9％ 10％20％

3％

問２３．あなたは、日頃から省エネ対策（節電、節水な
ど）に取り組んでいますか。

問２２．あなたは、「広報やないづ」に町政に関する情報
が分かりやすく提供されていると思いますか。 

問２３－１．問２３で「１」又は「２」と答えた方にお聞き
します。取り組んでいる内容について、以下よりあては
まるものをすべて選んでください。

４．そう思わない
３．どちらかといえばそう思わない
２．どちらかといえばそう思う
１．そう思う

24％ 64％ 10％

2％

４．取り組んでいない
３．どちらかといえば取り組んでいない
２．どちらかといえば取り組んでいる
１．取り組んでいる

31％ 46％ 17％

4％

10．自動車の運転時はアイドリングストップ等省エネを意識している
９．電気自動車又はハイブリッド車等を利用している
８．薪ストーブを利用している
７．太陽光パネルを設置している
６．近距離の移動では自動車を使用せず、徒歩又は自転車等を利用している
５．公共交通機関を利用している
４．LED電球を使用している
３．冷暖房を適正温度にしている
２．買い物にマイバッグを利用している
１．電気、ガス、水道の節約をしている 80％

79％
46％
54％

10％
13％
4％
2％
14％
23％

問２４．あなたは、日頃からごみ減量化とごみ分別に取
り組んでいますか。

問２５－１．問２５で「３」又は「４」と答えた方にお聞き
します。不便だと思う公共交通機関は何ですか。あては
まるものをすべて選んでください。

問２５－１の「その他」の記述

問２５－２の「その他」の記述

問２５．あなたは、買い物や医療機関などに外出する時、
町内の公共交通機関（バス、鉄道、タクシー）について、
便利だと思いますか。

問２５－２．問２５-１で「１」と答えた方にお聞きしま
す。不便だと思う理由は何ですか。以下よりあてはまる
ものをすべて選んでください。

４．取り組んでいない
３．どちらかといえば取り組んでいない
２．どちらかといえば取り組んでいる
１．取り組んでいる

52％ 40％ 5％

3％

51％

16％

9％５．その他

４．タクシー

３．鉄道

２．会津バス（町外への路線）

１．町民バス（町内での路線）

74％

42％

４．そう思わない
３．どちらかといえばそう思わない
２．どちらかといえばそう思う
１．そう思う

18％ 45％ 19％ 18％

６．その他

５．目的地まで時間がかかる

４．バス・鉄道との接続が悪い

３．便数が少ない

２．時間帯が不便

１．路線が不便 29％

63％

34％

12％

32％

61％

広報やないづは
アプリでも

配信しています。
ぜひ「マチイロ」で検索して

ご覧ください！

一人ひとりの
“気づき”で、

持続可能な柳津町を
目指しましょう！
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本年度も、柳津町住民アンケート調査へ
のご協力ありがとうございました。
今回ご回答いただいたアンケートは、今
後町ホームページへ掲載します。また、
過去の集計結果も掲載していますのでご
覧ください。
今後ともまちづくりにご理解・ご協力を
お願いいたします。

子
ど
も
達
の
笑
顔
溢
れ

る
町
へ

ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
、「
子
ど
も
の
遊

び
場
が
ほ
し
い
」と
い
う
ご
意
見
を
多

数
い
た
だ
き
ま
す
。
そ
の
よ
う
な
中

で
、
７
月
に
道
の
駅
会
津
柳
津
内
に

「
ラ
ッ
キ
ー
公
園
」が
開
園
し
ま
し
た
。

子
ど
も
達
が
お
も
い
き
り
遊
べ
る
場

と
し
て
、
町
の
新
た
な
シ
ン
ボ
ル
と

し
て
親
し
ま
れ
る
場
所
に
な
る
こ
と

を
期
待
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
低
年
齢
層
だ
け
で
は
な
く
、

高
等
学
校
等
へ
就
学
す
る
た
め
の
費

用
等
の
支
援
も
行
っ
て
い
ま
す
。
詳

し
く
は
教
育
課
学
校
教
育
係（
℡
４
２

‐
２
１
１
５
）ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

主な理由：
・生きがいがわからない
・生活が優先になっている

・毎年毎回アンケートを実施しているが要望・要請した事が実現された事がない。

・自分達の子供と孫が棲み続けていけるような町づくりをしていってほしい。子供の少子化が進む中、安心安全
で子育てができる町になってほしい。

・景観など大切にするのはいいと思うが、もっと住みやすい環境作りをしないと人口が減少していってしまうと
思います。特に若い世代が住みやすい環境作りに力を入れてほしいです。

・縦・横の連携を密にスピード感を持って様々な課題・問題に対処願う。一人暮しの高齢者がますます増える中、
ＩＣＴを活用できる高齢者を育成し、見守りなどが容易にできるまちづくりを考えて欲しい。様々なＩＣＴ活
用を練りあげスマートタウンづくりを行われたい。

・人口がどんどん減っていく中で高齢者や子供にとって住みやすい環境を整えていく必要があります。十分に取
り組まれてはいると思いますが、生活利便性の低下や生活する場所としての魅力が無くなってしまうと、柳津
町そのものが無くなってしまうので、大変難しい問題ではありますが、誰もが住みやすく観光客も来てくれる
ような魅力的な町づくりに期待しています。

・道の駅にかわいい公園を作ってくださり、ありがとうございます。子供達がとてもよろこんでいて、完成を楽
しみにしています。いつも遊びに行くときは、坂下か若松の公園に行っていたので、柳津で遊べるのが親とし
てとても嬉しいです。近いのでいつでも遊びに行けそうです。

・住み良い町でいて欲しい。

主な理由：
・医療機関まで遠い
・高等学校への通学が不便
・遊べる場所がない
・親の働ける場所がない
・子どもの数が少ない

問２６－１．問２６で「３」又は「４」と答えた方にお聞き
します。その理由は何ですか。

問２６．柳津町は安心して産み、子育てできる環境だと
思いますか。

問２７．あなたは地域において何か活動（ボランティア、
老人クラブ、公民館活動、趣味のサークル等）に取り組
んでいますか。

問２９．あなたの性別について、○をつけてください。

４．そう思わない
３．どちらかといえばそう思わない
２．どちらかといえばそう思う
１．そう思う

22％ 56％ 15％ 7％

問２８－１．問２８で「３」又は「４」と答えた方にお聞き
します。その理由は何ですか。

最後にまちづくりについてご意見等がありましたら、ご記入ください。（一部抜粋） 問２８．あなたは日頃から生きがいを感じ、生活してい
ますか。

問３０．あなたの年代について、○をつけてください。
（令和４年４月１日時点の年齢でお答えください）

４．していない
３．どちらかといえばしていない
２．どちらかといえばしている
１．している

30％ 63％

3％

4％

不明

７０歳以上

６０歳代

５０歳代

４０歳代

３０歳代

２０歳代

１５～１９歳 11％
9％

11％
13％

11％
18％

24％
3％

５．取り組んでいない
４．年に数回取り組んでいる
３．月に数回取り組んでいる
２．週に１回程度取り組んでいる
１．毎日取り組んでいる

21％9％ 66％

4％

0％

３．不明２．女性１．男性

50％ 48％

2％

１２ページに
グランドゴルフ大会の

様子を掲載
しています。
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３
年
ぶ
り
の
消
防
操

法
大
会
が
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
急

拡
大
に
よ
り
急
遽
中
止

と
な
っ
た
こ
と
か
ら
、

７
月
２２
日（
金
）道
の
駅

駐
車
場
に
お
い
て
披
露

会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

約
一
ヶ
月
練
習
を
重

ね
て
き
た
選
手
は
見
事

な
ポ
ン
プ
車
操
法
を
披

露
。
応
援
の
団
員
や
選

手
の
ご
家
族
か
ら
は
大

き
な
拍
手
が
送
ら
れ
ま

し
た
。

消防操法披露会を行いました

第18回  柳津町長杯グラウンドゴルフ大会開催
７月２７日（水）、すぱーく柳

津において行われたグラウンド
ゴルフ大会は、大会を通じて、
地域の人々の交流を図り、親睦
と相互理解を深め健全な心と体
を育てることを目的に開催され
ました。

参加者の皆さんは、新型コロ
ナウイルス感染症対策をとりな
がら、和やかな雰囲気でプレー
を楽しみ、交流を深めました。

ギャビン先生、大変お世話になりました！

会津の魅力を発信！

お互いに気を付け、安全安心な町に！

外国語指導助手（ALT）ギャビン・ホンケ先生が
７月３１日をもってご退任されました。ギャビン
先生は、昨年１０月から小中学校や保育所などで
子どもたちの英語力向上にご尽力いただきまし
た。アメリカ合衆国（ハワイ州）出身のギャビン先
生に、今後もアメリカ合衆国と日本の相互理解と
友好親善関係の一層の促進を図ってくださること
をご期待し、総務大臣より「JET絆大使」、福島県
知事より「福島県親善大使」の任命を受けました。

新天地での益々のご活躍を期待いたします。
本当にありがとうございました！

「会津はひとつ」をスローガンに、８月９日
（火）～１８日（木）まで、会津の人々・自然・歴
史・文化・伝統産業などを伝える「会津地域自
然環境魅力発信パネル展」が道の駅会津柳津・
ほっと㏌やないづで開催されました。

８月１０日（水）には、小林町長、髙野会津地
方振興局長、柳津町議会議長、霊まつり流灯花
火大会実行委員会長がテープカットを行い、施
設を訪れた方々は足を止めていました。

パネル展は１０月まで会津地方各地を巡回し
ます。

７月３１日（日）、交通安全協会西山分会主催の
西山交通安全教室がゆきげ館で開催されました。

会津坂下警察署の交通安全講話では、運転者
が守らなければならない義務や、歩行者が気を
付けることなどをご指導いただき、横断歩行シ
ミュレーターでは、夕暮れ時の危険などを体験
しました。

運転者と歩行者の両方が気を付けていれば、
事故の可能性はかなり低くなります。これから
も気を付けて事故のないようにしていきましょ
う。
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保育所夏まつり！
７月２８日（木）・２９日（金）の２日間、柳津保育所・

西山保育所でそれぞれ夏まつりが行われました。
柳津保育所ではすみれ組の子ども達が、西山保育所

ではすみれ組・ひまわり組の子ども達が一生懸命練習
してきた踊りを披露。その後、射的やくじ引きなど縁
日をして楽しみました。



稚児行列
第85回霊まつり流灯花火大会
８月１０日（水）、寺家町を中心として稚児行列が、只見川河畔では花火大会
が行われました。新型コロナウイルス感染症の影響により、３年ぶりに通常通
りの開催となりました。御霊の平安をお祈りいたします。

町の話題・お知らせ

16広報やないづ令和４年９月17 広報やないづ令和４年９月
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どんなことを
するの？

スマホ教室を開催します！
スマートフォン体験教室 初心者向けスマートフォン教室

総務省デジタル活用支援推進事業の一環で、スマートフォンの基本操作など使い方を学ぶ、「スマー
トフォン体験教室」と「初心者向けスマートフォン教室」を開催します。教室では、各内容１時間単位
で学びます。時間単位での参加、1日だけの参加でも歓迎です。詳細は参加申込時にお問合せください。

スマートフォンを会場で用意し、携帯電話との違いや、どん
なことができるかを体験できます。

■対象者：スマートフォンを体験したい方
■持ち物：マスク着用、筆記用具
■定　員：１０名（先着受付順／定員になり次第受付終了） ※事前に参加申し込みが必要です

スマートフォンを所有している方向けに、LINEやインターネ
ットの使い方などの基本操作を学びます。

■対象者：スマートフォンを所有している方
■持ち物：ご自身のスマートフォン、マスク着用、筆記用具
■定　員：１０名（先着受付順／定員になり次第受付終了） ※事前に参加申し込みが必要です

▼申込期間
　８月２９日（月）～開催日の前日まで
　受付時間　平日１０：００～１５：００

▼参加申込先
　株式会社エヌ・エス・シー
　℡０２４２‐２３‐７７７１

▼問い合わせ
　株式会社エヌ・エス・シー　℡０２４２‐２３‐７７７１
　みらい創生課　　　　　　　℡４２‐２４４７

ふれあい館

第１回 ９月４日（日）
１０：００～１２：００ 電源の入れ方、操作、カメラの使い方など

第２回 ９月７日（水）
１０：００～１２：００ 地図やインターネットの使い方など

ふれあい館

第１回 ９月４日（日）
１３：００～１６：００

アプリの追加方法、地図アプリ、
インターネットの使い方

第２回 ９月７日（水）
１３：００～１６：００

ＬＩＮＥの使い方、防災アプリの使い方、
マイナンバーカードの申請方法

ゆきげ館

第１回 ９月１１日（日）
１０：００～１２：００ 電源の入れ方、操作、カメラの使い方など

第２回 ９月１４日（水）
１０：００～１２：００ 地図やインターネットの使い方など

ゆきげ館

第１回 ９月１１日（日）
１３：００～１６：００

アプリの追加方法、地図アプリ、
インターネットの使い方

第２回 ９月１４日（水）
１３：００～１６：００

ＬＩＮＥの使い方、防災アプリの使い方、
マイナンバーカードの申請方法

令
和
３
年
度
も
、
同
様
の
教
室

を
夏
と
秋
に
開
催
し
て
い
ま
す
。

「
ス
マ
ホ
は
持
っ
て
い
る
け
ど

通
話
く
ら
い
し
か
し
な
い
」「
ス
マ

ホ
を
使
っ
て
み
た
い
」「
な
ん
と
な

く
興
味
が
あ
る
」な
ど
、
参
加
の

理
由
は
様
々
で
す
が
、
終
始
楽
し

み
な
が
ら
過
ご
し
て
く
だ
さ
い
ま

し
た
。
複
数
回
参
加
し
て
下
さ
っ

た
方
も
！

今
で
は
多
く
の
方
に
普
及
し
て

い
る
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
で
す
が
、

も
し
か
し
た
ら
ま
だ
ま
だ
使
え
て

い
な
い
機
能
が
あ
る
か
も
知
れ
ま

せ
ん
。

ぜ
ひ
、
今
回
の
ス
マ
ホ
教
室
に
、

お
気
軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

参加費無料
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種別 施設名称 加入可能地区

公共下水施設 柳津浄化センター
一王町、諏訪町、寺家町、岩坂町、
大平町、門前町、柳ヶ丘、檀ノ浦、
安久津、出倉、八坂野、細越、桐ヶ丘

下　
水　
道

農業集落排水施設

西山地区排水浄化センター 砂子原、黒沢
郷戸地区排水浄化センター 石神、石生、古屋敷、新村、長倉
野老沢地区排水浄化センター 野老沢、小巻、椿
大成沢地区排水浄化センター 大成沢、芋小屋
藤地区排水浄化センター 藤

簡易排水施設 麻生地区浄化センター 麻生
林業集落排水施設 久保田地区浄化センター 久保田

合併処理浄化槽 上記以外の行政区
初 期 費 用：各施設へご家庭から下水管への接続工事費用＋加入負担金　１７６，０００円

※ご家庭から接続管までの距離により工事費用は変わります。
※下水道事業は、利用可能な地区が特定される公共事業です。下水道使用料で施設の

維持管理を行っています。
※接続にかかる費用についての補助金もありますのでご活用ください。

施設使用料：公共下水道使用料については、上水道の使用量をもとに算定します。納付は奇数月に
２ヶ月分納付していただきます。下水道使用料（農業集落排水、簡易排水、林業集落
排水）については、毎月１日現在の世帯人数により、料金を算定しています。納付は
毎月納付となります。

就業構造基本調査を
実施します

令和４年度敬老会の
中止について

先進的海洋センター整
備事業の結果について

この調査は、統計法に基づく基幹統計調査
として国が実施する重要な統計調査で、日本
の就業・不就業の実態を明らかにすることを
目的としています。対象となった方へは、９
月下旬頃に町統計調査員がお伺いし調査書類
をお配りします。皆様のご理解・ご協力をお
願いいたします。

インターネットでの回答が可能です

調査票の記入内容は、統計法によって厳重
に保護されます。インターネット回答におけ
る通信も、全て暗号化（TLS１.２）され、不正
なアクセスなどの監視も２４時間行っていま
すので、回答データは厳重に守られます。ま
た、調査員をはじめとする調査関係者が調査
で知り得た内容を他に漏らしたり、統計を作
成・分析する目的以外に調査票を使用したり
することは絶対にありません。これらの行為
は統計法により固く禁じられていますので、
どうぞ安心してありのままをご回答くださる
ようお願いします。

例年９月に開催しております敬老会について、
昨年度に引き続き、新型コロナウイルス感染症
拡大防止のため、「中止」させていただきます。

現在の状況で、ご高齢の皆様や協力者が一堂
に会して式典を行うことは、感染の危険性や感
染拡大が懸念され、極めて困難な状況であり、
皆様の健康面や安全面を第一に考え、判断させ
ていただきました。

何卒ご理解いただきますようお願い申し上げ
ます。

なお、敬老祝金及び敬老記念品については、
対象者の方等へ通知をさせていただきます。

◆合併処理浄化槽の場合（左図）
浄化槽の取り壊しと、取り壊し部分から
公共桝への配管で済む場合があります。

◆単独処理浄化槽及び汲取トイレの場合
単独処理浄化槽または汲取便槽の取り壊
しと、全ての排水から公共桝まで接続す
る必要があります。（単独処理浄化槽は、
し尿のみを処理しています）

※記号説明：Ｋ＝台所、Ｂ＝風呂、Ｔ＝トイレ

広報やないづ７月号でお伝えした、ミライツ
ナガル会議で取り組んでいました事業提案に
ついて、柳津町は落選となりました。

今回の事業提案には１０自治体からの応募が
あり、一次審査を通過したのは３自治体です。

柳津町は、ミライツナガル会議・企業や大
学生などとの連携・再生可能エネルギーによ
るモビリティ（※人や物を移動させる能力）の活
用が評価された一方、年間を通した海との共
生プログラムの計画性の先進的要素の低さ・
プロモーション等による利用者の確保の不明
瞭さが課題となりました。

今回は残念ながら落選となりましたが、引き
続きミライツナガル会議をはじめ、官民一体と
なり取り組んでいきます。今後ともご理解・ご
協力をお願いいたします。

問　みらい創生課みらい創生係
　　℡４２‐２４４７

問　みらい創生課みらい創生係
　　℡４２‐２４４７

問　町民課住民福祉係
　　℡４２‐２１１８

環境保護への第一歩。下水道加入を考えませんか？
清潔な環境で健康に暮らすために、下水道はなくてはならないものです

公共下水道等は、ご家庭から排出された全ての生活排水（台所、トイレ、風呂、洗濯等）を処理し、
きれいな水を河川に放流しています。柳津町では、以下の地区で下水道に加入することが可能です。

合併処理浄化槽等からの転換が可能です
お住まいの地区が公共下水道または下水道の加入可能地域であれば、既に設置している各浄化槽か

らの転換が可能です。

※ご不明な点は下記までお問い合わせください。
問　建設課上下水道係　℡４２‐２１１７

官民境界

Ｋ

Ｂ

Ｔ 公共桝

合併処理浄化槽

マ
ン
ホ
ー
ル

下
水
管

※

道
路
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「特別警報」はいつ発表されるの？
大雨や暴風など気象に関する特別警報が発表される前には、気象情報や注意報・警報などが順次発

表されます。下記は、大雨が予想される場合の説明です。

⑴警報・注意報に先立ち「大雨に関する気象情報」「早期注意情報」を発表、注意を呼びかけ。
⑵現象の推移に応じて「大雨注意報」を発表。（警報になる可能性がある場合はその旨記述）
⑶「大雨警報」発表時には、大雨の期間や予想雨量、警戒を要する事項も共に発表。
⑷その後も大雨が降り続き重大な災害が起こる危険性が非常に高まった場合、「大雨特別警報」を発表。

このように、特別警報の前にも大雨などの現象に応じて、気象情報や注意報・警報が段階的に発表され
ます。これらの情報入手を常に心がけ、早め早めの行動がとれるように準備をしておくことが大切です。

どうやって伝えられるの？
特別警報は、警報・注意報と同じく、お住まい

の市町村にある防災行政無線や広報車などのほ
か、テレビやラジオ、インターネットなどを通じ
て伝えられます。また、携帯電話事業者を介して、
緊急速報メールにより携帯電話へ直接配信されま
す。このような多様な手段を通じて、対象となる
地域住民の方々へ確実に伝えられます。

柳津町では、防災情報等を迅速にお伝えする
「やないづ防災行政アプリ」「メール配信」を運用
しています。登録方法は２５ページをご覧くだ
さい。

特別警報が発表されたらどうすればいいの？
次のことを参考に、大切な命を様々な災害から守りましょう。

・決して慌てずに周囲の状況に注意し、市町村の避難情報に従うなど、適切な行動をとる
・避難をすることでかえって命に危険を及ぼす状況であり、やむを得ず自宅などに留まる場合には、二

階などのより安全な場所に退避するなど、直ちに身の安全を確保する
・既に避難を完了している場合も油断しない
・特に大雨などの、時間とともに危険度が増していく現象では、特別警報よりも前から段階的に発表さ

れる気象情報や注意報・警報、さらに土砂災害の危険度が高まったときに発表される土砂災害警戒情
報等をしっかり確認する

・土砂災害や洪水・浸水などの危険度が高まっている場合、詳細な領域を把握し、早め早めの行動をとる
・お住まいの地区にどのような危険があり、災害から命を守るためにはどのような避難行動をとる必要

があるのか、ハザードマップなどを参考に、日頃からしっかり認識しておく
・平常時から、避難場所や避難ルート、家族間での連絡手段、お住まいの市町村からの情報を入手する

方法などを十分確認する

参照・引用：気象庁・政府広報オンライン

命を守るために知ってほしい「特別警報」
「特別警報」は、「東日本大震災」や「伊勢湾台風」といった、誰もが一度は聞いたことがあるような大

災害が起こるおそれがあるときに、住民の皆さんに最大限の警戒を呼びかけるものです。
特別警報が発表された場合は、お住まいの地域ではこれまで経験したことのないような非常に危険

な状況にあります。ただちに市町村の避難情報に従うなど、適切な行動をとってください。
ただし、特別警報が発表されない場合でも災害が発生するおそれがあります。警報や注意報、その

他防災気象情報等の把握に努めてください。
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募　
　
　
　
集

案　
　
　
　
内

■
９
月
か
ら
１０
月
は「
自
動
車
点
検

整
備
推
進
運
動
」
重
点
実
施
期
間

で
す

長
く
ご
使
用
の
車
に
は
、
細
や
か

な
管
理
が
必
要
で
す
。
定
期
点
検
を

実
施
し
て
、
車
の
不
具
合
を
減
ら
し

ま
し
ょ
う
。

問 

国
土
交
通
省
東
北
運
輸
局

福
島
運
輸
支
局

℡
０
２
４
‐
５
４
６
‐
０
３
４
２

福
島
県
自
動
車
適
正
使
用
推
進

協
議
会
事
務
局

℡
０
２
４
‐
５
４
６
‐
３
４
５
１

■
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
会
津
若
松

　
「
求
人
者
マ
イ
ペ
ー
ジ
」の
ご
案
内

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

サ
ー
ビ
ス
上
に「
求
人
者
マ
イ
ペ
ー

ジ
」を
開
設
す
る
と
、
オ
ン
ラ
イ
ン

上
で
職
業
紹
介
を
受
け
る
こ
と
が
で

き
る
等
、
お
仕
事
探
し
が
よ
り
便
利

に
な
り
ま
す
。
こ
の
機
会
に
ぜ
ひ
ご

登
録
く
だ
さ
い
！

問 

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
会
津
若
松

職
業
相
談
窓
口

℡
０
２
４
２
‐
２
６
‐
３
３
３
３

部
門
コ
ー
ド 

４１
＃

■
令
和
４
年
度
ふ
く
し
ま
統
計
出
前

授
業
実
施
校
に
つ
い
て

県
統
計
課
・
県
統
計
協
会
で
は
、
身

近
な
題
材
の
デ
ー
タ
や
グ
ラ
フ
を
通
じ

て
児
童
・
生
徒
の
皆
さ
ん
が
統
計
に
親

し
ん
で
い
た
だ
け
る
よ
う
、
出
前
授
業

を
実
施
し
て
い
ま
す
。
数
字
を
読
み
取

り
、
客
観
的
に
現
状
を
把
握
し
、
根
拠

に
基
づ
き
推
測
・
提
案
す
る
力
は
普
段

の
学
習
で
も
役
立
ち
ま
す
！

対
象

小
学
校
４
～
６
年
生
、
中
学
生

授
業
内
容

「
統
計
に
つ
い
て
」「
福
島
県
の
す
が

た
を
統
計
に
使
っ
て
見
よ
う
」
他
、

要
望
に
沿
っ
て
授
業
を
行
い
ま
す
。

実
施
時
期

令
和
４
年
９
月
～
令
和
５
年
２
月  

平
日

申
込
方
法

実
施
希
望
の
２
カ
月
前
ま
で
に
、
申

込
書
を
左
の
お
問
い
合
わ
せ
先
に
、

郵
送
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
ま
た
は
電
子
メ
ー
ル

に
よ
り
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

問 

福
島
県
企
画
調
整
部
統
計
課

統
計
普
及
担
当

〒
９
６
０
‐
８
６
７
０

福
島
市
杉
妻
町
２
番
１６
号（
本
庁
舎
５
階
）

℡
０
２
４
‐
５
２
１
‐
７
１
４
３

Fax
０
２
４
‐
５
２
１
‐
７
９
１
４

toukei@
pref.fukushim

a.lg.jp

■「
相
続
し
た
土
地
を
弟
と
均
等
に

分
け
た
い
」

Ａ　
ま
ず
は
、
土
地
家
屋
調
査
士
会

の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
最
寄
り
の
法
務

局
に
て
、
お
近
く
の
土
地
家
屋
調
査

士
を
探
す
な
ど
し
て
か
ら
、
そ
の
土

地
家
屋
調
査
士
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

法
務
局
、
市
役
所
に
あ
る
資
料
等
を

調
査
の
上
、
そ
の
資
料
に
基
づ
き
一

筆（
全
部
）の
境
界
を
確
認
し
ま
す
。

境
界
杭
が
亡
失
し
た
場
合
は
、
境
界

立
会
い
や
資
料
に
基
づ
き
、
境
界
を

復
元
し
ま
す
。
そ
し
て
、
お
隣
り
の

土
地
の
所
有
者
な
ど
に
そ
の
境
界
に

つ
い
て
、
同
意
・
承
諾
を
も
ら
い
ま

す
。
そ
の
後
、
各
々
の
土
地
面
積
が

２
分
の
１
に
な
る
よ
う
に
地
積
測
量

図
を
作
成
し
、
確
認
い
た
だ
け
れ
ば

土
地
分
筆
登
記
を
法
務
局
に
申
請
し

ま
す
。

問 

福
島
県
土
地
家
屋
調
査
士
会

℡
０
２
４
‐
５
３
４
‐
７
８
２
９

福
島
地
方
法
務
局

℡
０
２
４
‐
５
３
４
‐
２
０
４
５

Ｑ　
「
親
か
ら
相
続
し

た
土
地
を
、
面
積
が

２
分
の
１
に
な
る
よ

う
に
、
弟
と
均
等
に

分
け
た
い
。」

令
和
４
年
度
着
任
医
師
か
ら

の
挨
拶

宮
下
病
院　
　
　

内
科　
佐
竹
隼
輔

宮
下
病
院
に
赴
任
し
ま
し

た
、
佐
竹
隼
輔
と
申
し
ま

す
。
出
身
は
南
会
津
町
の
田

島
で
、
高
校
卒
業
ま
で
の

間
、
南
会
津
で
過
ご
し
ま
し

た
。
自
治
医
科
大
学
を
卒
業

し
、
現
在
は
内
科
全
般
を
担

当
し
な
が
ら
、
消
化
器
内
視

鏡（
胃
カ
メ
ラ
・
大
腸
カ
メ

ラ
）を
専
門
と
し
て
診
療
し

て
い
ま
す
。
検
診
の
胃
カ
メ

ラ
や
、
便
潜
血
検
査
で
陽
性

の
方
へ
の
大
腸
カ
メ
ラ
、
ま

た
小
さ
な
大
腸
ポ
リ
ー
プ
の

日
帰
り
の
治
療
も
、
当
院
に

て
可
能
で
す
。
そ
の
他
、
胃

や
腸
、
肝
臓
な
ど
で
ご
心
配

の
あ
る
方
は
、
ぜ
ひ
当
院
に

ご
相
談
く
だ
さ
い
。
よ
ろ
し

く
お
願
い
い
た
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２
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２
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コロナの感染拡大で保育所・小学校・中学校が休
みになり、仕事も休まなくてはならず給料が減っ
てしまった。苦労したので、子育て世帯への臨時
給付金の給付をお願いしたい。臨時特別給付金も
世帯収入の減少ではなく、夫婦のどちらかが減少
したら支給してほしい。柳津町は独自で給付金を
支給してくれると期待しています。
町民課より：
子育て世帯への支援について、経済状況を踏まえ
支援を計画的に推進して参ります。なお、新型コ
ロナウイルス感染症に関する公的支援制度や相
談先については、町ホームページに掲載しており
ますのでご覧ください。また、物価高騰等に伴う
生活困窮世帯へ緊急支援事業を予定しており、対
象の世帯には準備が整い次第お知らせを送付予
定です。

あなたの一声

町営住宅空き状況 （８月９日現在）

名　称 空室
柳ヶ丘団地１号棟（３DK） １室
大平団地１号棟（３DK） １室
大平団地２号棟（３DK） １室

問　建設課建設係　℡４２‐２１１７

やないづ防災行政アプリ・メール配信運
用中！ヘルメットをかぶったうとちゃ
んのアイコンが目印です！

スマートフォン フィーチャーフォン

登録は、右の二
次元コード、ま
たは『t-yanaizu@
sg-p.jp』へ空メ
ールを送信して
ください。

大正１２年９月１日に発生した関東大震災や台風シーズンを迎えることもあり、地震や台風
に対する心構えを育成するため創設されました。

９月３日は柳津町防災訓練が砂子原地区で実施されます。今回の訓練は消防団のみで行われ
ますが、皆さんも近くの避難場所や非常持出品の確認をするなど、防災意識を高めましょう。

９月１日は“防災の日”です。

固 定 電 話 ま た は 携 帯 電 話 で

１１９番へ通報！

火事 救急 救助

公式Twitter始めました！
「会津若松消防本部」又は「＠aizusyoubo」で検索！

会津坂下消防署柳津出張所
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７月３０日（土）、圓藏寺会館において、菅
井カルテットのジャズライブと能楽（金剛流
能楽師）が行われました。
一日も早く新型コロナウイルス感染症が終
息し、穏やかに毎日が過ごせるよう、祈りの
舞と音色が響き、会場に訪れた皆さんは夏の
夕暮れを楽しみました。

能×JAZZ
㏌圓藏寺

丑寅まつり実行委員会主催

ご寄附等（７月受付分）　※敬称略戸籍の窓（７月受付分）　※敬称略

柳津町へ
　■ふるさと納税（計263,000円）
　毛　利　英美子　（埼玉県所沢市）
　畑　中　友　博　（東京都板橋区）
　鈴　木　駿　一　（東京都八王子市）
　勝　沼　　　悠　（東京都板橋区）
　他１３名
社会福祉協議会へ
　■ご遺志
　佐　藤　晴　男　（小柳津）
　増　井　久　人　（細越）
　齋　藤　幸　弘　（野老沢）
　菊　地　清　七　（会津若松市）

■ご逝去
岡　崎　和　男　95　（大平町）
佐　藤　英　子　97　（小柳津）
齋　藤　京　子　87　（野老沢）
齋　藤　一　弘　79　（椿）
菊　地　七　重　92　（砂子原）

兼
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花
火
・
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夏
」
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※口座振替納入の方は９月２６日（月）が引落日に
なります。納期限を過ぎると延滞金が加算さ
れます。

※坂下厚生総合病院・高田厚生病院・県立
宮下病院は、当日は平常診療は行わず
急患の方だけを診察します。また、救
急告示病院ですので、当番日以外でも
急患の方は診察します。

※各医院の都合により、当番が変更になる
場合がありますのでご了承ください。 

問　総務課税務係　℡４２‐２１１３

９月の納期は９月３０日（金）です

９月休日当番医のご案内

国民健康保険税 （普通徴収） ４期

介護保険料 （普通徴収） ４期

後期高齢者医療保険料（普通徴収） ２期

住宅使用料 ９月分

水道公共下水道使用料 ８・９月分

農集排林集排簡易排水使用料 ９月分

～柳津町は納税完納推進の町です～

９月行事予定カレンダー
1 木

2 金 避難訓練（西保・西小）

3 土

4 日

5 月

6 火 斎藤清美術館見学（西小）
小・中合同避難訓練（柳小・中学校）

7 水

8 木 就学時健康診断（柳小）
健幸クラブ（柳津）　ふれあい館　１０：００～

9 金

10 土

11 日

12 月 生徒会立会演説会（中学校）

13 火 就学時健康診断（西小）

14 水
修学旅行（～16日）（中学校3年）
職場体験学習（～15日）（中学校2年）
遠足（中学校1年）
陸上合同練習（柳小・西小5・6年）

15 木 健幸クラブ（西山）　ゆきげ館　１０：００～

16 金

17 土

18 日

19 月

20 火 小・中合同校庭除草作業（柳小・中学校）

21 水

22 木 遠足（柳小）
健幸クラブ（柳津）　ふれあい館　１０：００～

23 金

24 土

25 日

26 月

27 火

28 水

29 木
校内駅伝記録会（中学校）
町陸上記録会（柳小・西小）　柳小校庭
健幸クラブ（西山）　ゆきげ館　１０：００～

30 金

柳保（柳津保育所）、西保（西山保育所）、柳小（柳津小学校）、西
小（西山小学校）、中学校（会津柳津学園中学校）、ＢＧ体（海洋セ
ンター体育館）

※新型コロナウイルス感染症の影響により予定が変更となる場
合があります。

４日（日） 坂下厚生病院（会津坂下町）
℡０２４２－８３－３５１１

11日（日） こばやしファミリークリニック（会津美里町）
℡０２４２－５５－０３８８

18日（日） 柳津町国保診療所（柳津町）
℡０２４１－４２－２３３４

19日（月・祝） 昭和村国保診療所（昭和村）
℡０２４１－５７－２２５５

23日（金・祝） 星医院（会津坂下町）
℡０２４２－８３－２１３６

25日（日） 金山町国保診療所（金山町）
℡０２４１－５４－２０３１

持続可能なまちづくりのため、皆さんのご意見・
アイデア等をお聞かせください！下の二次元コー
ドか、役場・ふれあい館・西山支所に設置してい
る投書箱へご投函ください。

問　みらい創生課みらい創生係
　　℡４２‐２４４７
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皆に教えたい！自慢したい！あなたの好きな柳津
町の写真をインスタグラムに投稿してください！
たくさんのご応募、お待ちしています！

エントリー期間

2022年９月30日（金）まで
応募資格
日本国内在住で、入賞した際にインスタグラムの
ダイレクトメールで連絡が可能であり、本事業の
趣旨及び実施要項に賛同していること（未成年の場
合は保護者の同意が必要）

応募方法
①自身のアカウントを公開設定する
②柳津町公式インスタグラム（@aizuyanaizu）をフォローする
③キャプション内に「作品タイトル（無題でも可）」・「撮影場所」・「撮影日」を明記し、「#柳

津フォトコン2022」・「#会津柳津」の２つのハッシュタグを付けて投稿！

上位入賞者の方へは以下を進呈！

・最優秀賞（１名）　ふるさと商品券（10,000円）
・優 秀 賞（１名）　ふるさと商品券（5,000円）
・入　　選（２名）　柳津町特産品詰め合わせ（2,000円相当）
・ベスト赤べこ賞（１名）　柳津町の赤べこ張り子
応募規定
応募があった時点で、以下規定の全てに同意しているものとします。
⑴	プロ・アマ・撮影機材は問いません。
⑵	応募作品は、未発表・未受賞のものとします。
⑶	応募作品は、１投稿につき１点・合計２点までとし、本町内で撮影したものであり、応

募者自身のインスタグラムアカウントに投稿したもののみが有効です。なお、複数応募
した場合でも、受賞できるのは１人１賞までとなります。（一部を除く）

⑷	写真のサイズは最低１ＭＢ以上とします。
⑸	撮影日は問いません。
⑹	組み写真、原型がわからないような過度な色調補正やトリミング、異なる写真同士を合

成したものは不可とします。
⑺	受賞者発表の時点で、町公式アカウントをフォローしていない場合は受賞を無効としま

す。また、ダイレクトメールでの連絡が取れない状態にあった場合も同様です。
⑻	応募作品の肖像権・著作権・知的財産権は、応募者本人が権利を有するもの、あるいは

権利者に応募者自ら必ず撮影及び本企画応募への承諾を得ていることとします。
⑼	受賞作品は、本町の広報活動（広報誌、ＳＮＳにおける情報発信、ホームページへの素

材としての使用、チラシ等）に広くに無制限に使用できるものとし、必要に応じてトリ
ミングや色調補正など行う場合もあることに了承していることとします。

企画運営・問い合わせ（詳細は右記二次元コードから）
柳津町役場　みらい創生課みらい創生係
℡０２４１‐４２‐２４４７
mirai-sousei@town.yanaizu.fukushima.jp

やないづ
インスタグラム
フォトコンテスト
２０２２


